
作り方
❶ ゆで卵は殻をむいて輪切りにし，1個分
ずつ耐熱用カップに入れる

❷ 混ぜ合わせたAとチーズを1/6量ずつの
せオーブントースターで4～5分焼く

材料（6食分）
・ゆで卵 ……… 6個
・ピザ用チーズ …… 大さじ6

A　みそ …… 大さじ2
砂糖 …… 大さじ2

ゆで卵の甘みそチーズ焼きゆで卵の甘みそチーズ焼き

 ゆで卵は殻をむいて輪切りにし
ずつ耐熱用カップに入れる
 混ぜ合わせたAとチーズを1/6量ずつの
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「
附
中
の
授
業
」　

教
頭　

平
原　

金
智

　
　

　
運
動
会
か
ら
文
化
祭
、
そ
し

て
修
学
旅
行
な
ど
の
校
外
学
習

へ
。
附
中
の
行
事
の
流
れ
は
、

学
年
や
学
級
の
絆
を
深
め
、
生

徒
た
ち
の
成
長
を
自
然
に
促
せ

る
よ
う
非
常
に
よ
く
考
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。
学
年
を
問
わ
ず

同
じ
学
舎
の
仲
間
た
ち
と
と
も

に
考
え
、
学
び
合
え
る
こ
と
こ

そ
附
中
の
伝
統
で
あ
り
、
今
、

世
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
学

校
教
育
の
在
り
方
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
伝
統
の
源
は
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
る
「
附
中
の
授

業
」
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
思
考
の
流
れ
に
沿
っ
て

展
開
す
る
授
業
。
生
徒
と
教
師
、

生
徒
ど
う
し
の
対
話
を
も
と
に

し
た
授
業
。
い
つ
し
か
本
校
に

は
「
授
業
は
受
け
る
の
で
は
な

く
、
創
る
も
の
だ
」
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
年
度

の
研
究
で
は
、
全
職
員
が
研
究

授
業
を
行
い
、
授
業
実
践
を
積

み
重
ね
る
こ
と
を
通
し
て
、「
附

中
の
授
業
」
の
継
承
と
充
実
を

図
り
ま
す
。

編集・発行　ＰＴＡ広報部

鹿児島市郡元一丁目20番35号

平成26年12月３日

鹿児島大学教育学部附属中学校ＰＴＡ新聞

第140号 入
賞
お
め
で
と
う

【
英
語
・
暗
唱
】

第
五
十
一
回
県
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

奨
励
賞 

三
年 

益
満　

朋
佳

【
理
科
・
鹿
児
島
県
標
本
展
】

（
昆
虫
の
部
）

知
事
賞 

二
年 

國
本　

尚
憲

鹿
児
島
市
長
賞 

一
年 

關　
　

一
矢

鹿
児
島
市
議
会
議
長
賞 

二
年 

安
田
和
花
菜

入
選 

一
年 

柳
田　

容
伸

（
貝
の
部
）

知
事
賞 

三
年 

有
薗
み
な
み

（
植
物
の
部
）

特
選 

一
年 

垂
野
万
由
子

　
 

　
 

余　
　

美
央

入
選 

一
年　
 
蛭
川　

雄
希

　
 

　
 

前
田　

大
和

　
 

　
 

山
下　

愛
加

　
 

　
 

富
岡　

慈
英

　
 

　
 

穗
滿　

夏
希

　
 

　
 

中
仮
屋
温
大

（
岩
石
の
部
）

県
教
育
委
員
会
賞 

一
年 

野
添
希
優
菜

鹿
児
島
市
議
会
議
長
賞 

一
年　
 
関　
　

美
来

山
形
屋
賞 

一
年　
 
三
隅　

玲
那

特
選 

一
年　
 
郡
司　
　

蒼

　
 

　
 

森
内　
　

杏

　
 

　
 

笹
峯　

薫
佳

　
 

　
 

石
窪　

鈴
苑

　
 

　
 

湯
田　

真
琳

　
 

　
 

岡
部　

綺
音

入
選 

一
年　
 
三
輪　

聡
美

　
 

　
 

領
木　

奈
央

　
 

　
 

畠
山　

璃
瑠

　
 

　
 

宮
崎　

桃
花

奥
浦　

萌
花

　
 

　
 

小
川　

璃
子

　
 

　
 

池
田　

大
剛

【
理
科
・
第
五
十
八
回
日
本
学
生
科
学
賞
鹿
児
島
県
審
査
】

県
教
育
委
員
会
賞 

二
年 

岡
田　

優
那

佳
作 

二
年 

吉
留　

倫
司

 

一
年 

渡
邉
な
な
美

【
理
科
・
鹿
児
島
県
研
究
記
録
展
】

県
知
事
賞 

二
年 

岡
田　

優
那

県
教
育
委
員
会
賞 

二
年　

新
留　

晴
貴

特
選 

二
年　

石
丸　

絢
一

　
 

　
 

平
原
颯
太
郎

　
 

　
 

田
口　

聡
香

　
 

　
 

吉
留　

倫
司

　
 

一
年 

渡
邉
な
な
美

　
 

　
 

帖
佐　

美
佑

入
選 

二
年 

鍛
治
屋
友
見

　
 

　
 

木
之
下
拓
海

　
 

　
 

東
郷　

茉
央

【
理
科
・
鹿
児
島
市
研
究
記
録
展
】

特
選 

二
年 

石
丸　

絢
一

　
 

　
 

木
之
下
拓
海

　
 

　
 

平
原
颯
太
郎

　
 

　
 

城
下　

双
葉

　
 

　
 

東
郷　

茉
央

　
 

　
 

上
萩
原
未
来

　
 

　
 

本
木　

麗
紗

　
 

　
 

新
留　

晴
貴

　
 

　
 

下
村　

彩
綾

田
口　

聡
香

　
 

　
 

鍛
治
屋
友
見

　
 

　
 

鸙
野
も
も
か

　
 

　
 

吉
留　

倫
司

　
 

　
 

岡
田　

優
那

 

一
年 

渡
邉
な
な
美

　
 

　
 

帖
佐　

美
佑

【
国
語
・
作
文
】

第
三
十
六
回
「
少
年
の
主
張
鹿
児
島
県
大
会
」

最
優
秀
賞　
 

二
年 

満
永　

桃
子

優
秀
賞　
 

三
年 

松
木
田
彩
音

鹿
児
島
県
「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞 

三
年 

大
久
保　

遼

　
 

二
年 

阿
多　

輝
樹

 

一
年 

笹
峯　

薫
佳

特
選 

三
年 

中
濱
実
紅
翔

 

二
年 

長
谷
川
暁
大

入
選　
 

二
年 

山
下　

夏
生

 

 

帖
佐　

芽
依

　
 

一
年 

津
曲　

ま
や

実
行
賞　
 

一
年 

飯
伏　

茉
由

第
六
十
四
回
全
国
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
県
審
査

県
教
育
委
員
会
賞 

二
年 

長
谷
川
暁
大

【
美
術
】

第
三
十
九
回
甲
突
川
べ
り
ス
ケ
ッ
チ
大
会

特
選 

三
年 

陣
之
内
な
つ
海

　
 

　
 

　

林　

万
彩

　
 

　
 

原
田
万
佑
子

　
 

一
年 

小
戝　

嬉
乃

入
選 

一
年 

三
隅　

玲
那

第
六
十
五
回
県
図
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

特
選 

一
年 

北
山
湖
胡
音

鹿
児
島
市
図
画
作
品
展

特
選 

三
年 

前
原　

百
絵

　
 

　
 

陣
之
内
な
つ
海

　
 

　
 

原
田
万
佑
子

　
 

二
年 

三
浦　

若
葉

　
 

　
 

鍛
治
屋
友
見

 

一
年 

北
山
湖
胡
音

　
 

　
 

　

通　

大
雅

全
国
地
域
安
全
運
動
ポ
ス
タ
ー

金
賞 

二
年 

三
浦　

若
葉

銀
賞 

三
年 

中
原　

夢
子

　
 

　
 

前
原　

百
絵

【
部
活
動
・
文
化
部
】

第
四
十
八
回
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

「
夏
の
祭
典
」

　

金
賞　
　
　
　
　
　

合
唱
部

　

銀
賞　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部

第
五
十
九
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
中
学
校
の
部
Ａ
パ
ー
ト

　

銀
賞　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部

第
八
十
一
回
N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

　

奨
励
賞　
　
　
　
　

合
唱
部

第
六
十
九
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル　

　

銀
賞　
　
　
　
　
　

合
唱
部

【
部
活
動
・
運
動
部
】

（
陸
上
競
技
）

第
三
十
一
回
南
日
本
小
・
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

共
通
女
子
走
高
跳

　
　
　
　

第
二
位　

中
村
優
美
菜

第
六
十
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
鹿
児
島
大
会

　

共
通
女
子
走
高
跳

　
　
　
　

第
二
位　

中
村
優
美
菜

鹿
児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
硬
式
テ
ニ
ス
競
技
）

　

女
子
団
体
A
パ
ー
ト

第
三
位　

牟
田　

京
実

丸
山　
　

恵

上
野　

紗
愛

　

元　

美
里

牟
田
あ
か
ね

田
原
ま
つ
り

末
永　

圭
菜

　

郷　

希
咲

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
水
泳
）

　

女
子
二
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
一
位　

津
曲　

ま
や

下
村　

彩
綾

和
田　

英
江

村
場　

里
咲

　

男
子
二
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
三
位　

新
留　

晴
貴

木
之
下
拓
海

永
倉　

紘
大

高
倉　

丈
太

　

男
子
一
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
一
位　

木
之
下
拓
海

　

男
子
二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ

第
一
位　

新
留　

晴
貴

　

女
子
五
〇
ｍ
自
由
形

第
一
位　

和
田　

英
江

　

女
子
五
〇
ｍ
平
泳
ぎ

第
一
位　

下
村　

彩
綾

　

水
泳
競
技
の
部　

男
子
団
体　

第
二
位

　

水
泳
競
技
の
部　

女
子
団
体　

第
三
位

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

第
二
位　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
卓
球
）

　

中
学
男
子
団
体　
　

第
二
位

※
紙
面
の
都
合
で
全
て
の
入
賞
者
名
を

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
生
徒
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
て
く
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

がんばる附中生を応援簡単レシピ

GAKKEN「忙しい朝でもスグでき！おべんとう281レシピ」参照

　
実
り
多
き
季
節
、様
々
な
行

事
を
通
し
て
成
長
し
た
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
お
届
け
し
ま
す
。御

家
庭
で
話
題
に
し
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。（

広
報
二
年
部
）

編
　
集
　
後
　
記 {

体
育
館
工
事

　
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て

体
育
館
の
耐
震
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

勝
利
を
め
ざ
し
て

　
運
動
会
当
日
の
朝
、
勝
利
を

誓
い
円
陣
を
組
む
子
ど
も
た

ち
。
教
室
の
黒
板
に
は
完
全
優

勝
の
文
字
も
あ
り
ま
し
た
。

　
声
を
張
り
上
げ
て
仲
間
を
応

援
す
る
姿
。
懸
命
に
歯
を
食
い

し
ば
り
走
る
姿
。
一
致
団
結
し

て
力
の
限
り
戦
う
姿
。
子
ど
も

た
ち
の
精
一
杯
の
頑

張
り
に
、
私
た
ち

保
護
者
も
心
が
熱

く
な
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
誇

ら
し
く
感
じ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
〜
三
月
の
主
な
予
定

・
後
期
後
半
開
始　

一
月
八
日

・
学
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

二
月
二
十
三
日
〜
二
十
五
日

・
卒
業
式　

三
月
十
二
日

・
修
了
式　

三
月
二
十
五
日

・
辞
任
式　

三
月
二
十
七
日

光 射す方へ
ひたむきに進め

 ゆで卵は殻をむいて輪切りにし
ずつ耐熱用カップに入れるずつ耐熱用カップに入れる
 ゆで卵は殻をむいて輪切りにし
ずつ耐熱用カップに入れるずつ耐熱用カップに入れる
 ゆで卵は殻をむいて輪切りにし ゆで卵は殻をむいて輪切りにし ゆで卵は殻をむいて輪切りにし ゆで卵は殻をむいて輪切りにし ゆで卵は殻をむいて輪切りにし ゆで卵は殻をむいて輪切りにし，1個分1個分 ゆで卵は殻をむいて輪切りにし，1個分 ゆで卵は殻をむいて輪切りにし 1個分

生
徒
会
長
と
し
て満永　

桃
子

　
附
属
中
で
は
生
徒
全
員
が
思

い
を
一
つ
に
、
多
く
の
行
事
に
取

り
組
み
ま
す
。
私
は
、
先
輩
方

が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統
を

守
り
、「
つ
な
が
り
」
を
大
切

に
す
る
生
徒
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生

方
や
保
護
者
の
皆
様
に
も
多
く

の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
生
徒
全
員
が

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
本
部
役
員
十
名
で
力
を

合
わ
せ
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

作
品
制
作
を
通
し
て
得
た
も
の

二
年
一
組　

三
浦　

若
葉

　
今
回
、
金
賞
と
い
う
大
き
な

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

作
品
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、

自
分
自
身
の
地
域
安
全
に
対
す

る
意
識
も
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
日
警
察
署
長
と
い

う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
貢
献

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
好
き
な

絵
を
描
き
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
長　
満
永　

桃
子（
二-

一
）

副
会
長　
吉
満
優
太
郎（
二-

二
）

書
記
長　
川
津　

は
な（
一-

一
）

副
書
記
長　
三
浦　

若
葉（
二-

一
）

企
画
委
員
長　

栗
田　

佳
幸（
二-

一
）

副
企
画
委
員
長　

帖
佐　

芽
依（
二-

五
）

教
養
部
長　
吉
冨　

裕
貴（
二-

四
）

徳
育
部
長　
村
田　
　

遥（
二-

五
）

保
健
体
育
部
長　

中
島　

健
人（
二-

五
）

情
報
部
長　
中
野　

快
紀（
二-

二
）

顧　
　

問　
日
高　

晋
吾 

先
生

生
徒
会
本
部
役
員

入賞者の声 新 生 徒 会 ス タ ー ト新 生 徒 会 ス タ ー ト

吉
満
吉
満中

野
中
野

帖
佐
帖
佐

満
永
満
永

三
浦
三
浦

川
津
川
津

中
島
中
島

栗
田
栗
田

吉
冨
吉
冨

日
高
先
生

日
高
先
生

村
田
村
田



附属中ＰＴＡ…３ 附属中ＰＴＡ…２

　清々しい青空の下，第6４回運動会が開
催されました。仲間と共に笑い，励まし合い，
時に悔しがりながら，それぞれのもつ力を出
しきり，全力で取り組む姿は見る者の感動を
呼びました。結果は緑組の優勝，応援部門
は白組の４連覇となりました。

　谷山サザンホールにて第55回文化祭が開
催されました。ホールには生徒たちの歌声が響
きわたり，日頃の努力が結実した素晴らしいパ
フォーマンスがみられました。きっとこの成果を
得るまでには多くの葛藤もあったことでしょう。
心と心が繋がり，支え合うことによって創り上
げられた文化祭。生徒たちの輝く姿は感動を
与えてくれました。

体
育
委
員
長
　
谷
山
　
浩
輔

　「
運
動
会
当
日
、

五
色
の
風
を
巻
き

起
こ
し
ま
し
ょ
う
。」

と
言
っ
て
、
全
体
練
習
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
行
進
が
上
手
く
い
か

な
い
な
ど
、
思
っ
た
よ
う
に
練
習

を
進
め
ら
れ
ず
悔
し
い
思
い
を
す

る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
練
習
の
か
い
あ
っ
て
、

当
日
は
全
員
が
本
気
の
姿
を
示

し
、
煌
め
く
五
色
の
風
を
巻
き
起

こ
せ
た
。
最
高
の
仲
間
と
最
高
の

運
動
会
を
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
。

あ
り
が
と
う
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ

保
健
体
育
科
　
大
井
　
幸
乃

　
一
糸
乱
れ
ぬ
息
の
揃
っ
た
応

援
。
伝
統
あ
る
附
属
中
の
六
十

四
回
目
と
な
る
運
動
会
を
終
え

て
ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い

ま
す
。
本
番
で
見
せ
ら
れ
る
姿

は
、
ほ
ん
の
一
瞬
。
あ
の
感
動

の
た
め
に
、
生
徒
が
一
体
と
な

り
、
懸
命
に
練
習
へ
取
り
組
む

姿
。
団
の
勝
利
の
た
め
に
五
色

の
応
援
団
を
中
心
に
本
気
で
取

り
組
み
、
時
に
は
互
い
を
思
い

や
り
励
ま
し
合
う
姿
。
そ
れ
を

陰
で
支
え
る
先
生
方
。
附
属
中

の
運
動
会
を
初
め
て
経
験
す
る

私
に
と
っ
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
最
高
の
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

心をひとつに駆け続け
煌めく五色の風となれ

は白組の４連覇となりました。

心をひとつに駆け続け心をひとつに駆け続け
煌めく五色の風となれ煌めく五色の風となれ
心をひとつに駆け続け
煌めく五色の風となれ

運動会運動会運動会運動会文化祭文化祭文化祭
第55回 第64回2014.10.10 2014.9.7
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修
学
旅
行
と
私二

年
五
組
担
任

久
德
　
晋
也

　　
中
学
時
代
、
部
活
に
明
け
暮

れ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
数
少

な
い
部
活
以
外
の
思
い
出
と
言

え
ば
、
修
学
旅
行
で
す
。

　
二
泊
三
日
の
佐
賀
・
長
崎
へ

の
旅
行
で
し
た
。
中
で
も
印
象

深
い
の
は
、
長
崎
で
の
自
主
研

修
で
す
。
当
時
（
二
十
年
以
上

前
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

な
く
、
鹿
屋
に
住
ん
で
い
た
私

た
ち
に
と
っ
て
、電
車
に
乗
っ
て
、

観
光
地
を
生
徒
だ
け
で
巡
る
こ

と
は
、
想
像
以
上
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
こ
と
で
し
た
。

　
計
画
を
立
て
る
段
階
で
、
何

度
も
何
度
も
書
き
直
し
、
分
刻

み
の
計
画
を
や
っ
と
の
こ
と
で

作
成
し
ま
し
た
。

　
本
番
、
無
事
に
到
着
で
き
た

と
き
は
、
何
と
も
言
え
な
い
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
長
崎
の
風
景
は
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。
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熱い思いが感
動にかわる瞬間熱い思いが感
動にかわる瞬間

美しい附中生の整列

　毎年，運動会の中心となって応援を盛り上げてくれる
応援団。応援団の舞の型は先輩から代々受け継がれてい
ます。
● ３・３・７拍子パート１　● ３・３・７拍子パート２
● ３・３・７拍子パート３　● １・３・１・３・７拍子
● 花笠（ハナカッサー）　　● かっせ（カッセー）
● スイム
この７種類の基本の型を応援団になった生徒たちは練習
し，応援席での応援の時に披露します。また，扇子と手袋
も代々受け継がれています。扇子や舞の型とともに，応援
団の熱い思いも来年へと受け継がれていくことでしょう。

運動会 report 受け継がれるもの

　エンディングで歌われた「タイムカプセル」。この曲は来年度，
鹿児島県で開催される国民文化祭のイメージソングです。県広報
の方の依頼を受けて県内初の合唱が行われました。597名揃っ
ての合唱は文化祭が初披露だったので先生方は心配していた様
子でしたが，生徒たちは自然と肩を組み，
見事に歌いきりました。県広報の方もた
いへん感動されていたそうです。

文化祭 report2 「タイムカプセル」秘話

文化祭 report1 私たちの苦労 思いをひとつに響き合い
つなげようさらなる躍進へ
思いをひとつに響き合い思いをひとつに響き合い
つなげようさらなる躍進へつなげようさらなる躍進へ
思いをひとつに響き合い
つなげようさらなる躍進へ● 「前日まで意見がまとまらず不

安だったけど，リハーサルの時，
『頑張ろう』という言葉が伝わっ
てきた。本番はひとつになるこ
とが出来た。」

● 「文化祭の準備はすべてが大変
だった。苦しかった分，達成感
は大きかった。」

　生徒たちの感想です。ぶつかり合
いながらも一つの事をみんなで創
り上げていく事ができ，仲間との絆
がさらに深まったことでしょう。

文
化
祭
実
行
委
員
長

坂
本
　
佳
穗

　
第
五
十
五
回

文
化
祭
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
文
化
祭
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
そ
う
と

す
る
中
で
、
新
た
な
自
分
と
出

会
っ
た
り
、
新
た
な
絆
を
仲
間

と
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
「
さ
ら
な
る

躍
進
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
「
さ
ら
な
る
躍
進
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
一
人
で
す
。

す
る
中
で
、
新
た
な
自
分
と
出

会
っ
た
り
、
新
た
な
絆
を
仲
間

と
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
「
さ
ら
な
る

躍
進
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
「
さ
ら
な
る
躍
進
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
一
人
で
す
。

文
化
祭
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
文
化
祭
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
そ
う
と

す
る
中
で
、
新
た
な
自
分
と
出

す
る
中
で
、
新
た
な
自
分
と
出

会
っ
た
り
、
新
た
な
絆
を
仲
間

と
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

3-13-1 3-33-3 3-43-43-23-2 3-53-5

吹奏楽部

美術部

理科作品

演劇部 合唱部

2年合唱2年合唱2年合唱

演劇部演劇部
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台
北
市
立
大
直
高
級

中
学
と
の
学
術
交
流
の

目
的
は
、
英
語
教
育
の

向
上
と
い
う
よ
り
も
東

ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
る

こ
と
で
自
国
の
歴
史
、

伝
統
文
化
を
再
考
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
外
か
ら

日
本
と
い
う
国
を
多
面

的
に
捉
え
て
大
局
的
世

界
観
を
培
っ
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
た
わ
け

で
す
。「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で

な
け
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
に
な
れ
な
い
」

と
い
う
強
い
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。
世
界
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
こ

と
は
世
界
が
画
一
化
し

て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
、

国
の
言
語
、
伝
統
文
化

が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
名
の
下
に

徐
々
に
そ
の
中
核
と
な

る
個
性
を
失
く
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
附
属
中

学
校
で
は
生
徒
た
ち
に

大
局
的
世
界
観
を
育
て

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
近
隣
の

東
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考

え
て
き
ま
し
た
。
近
隣

の
他
者
を
知
り
、
他
者

を
認
め
て
理
解
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
そ
れ
が
本
学
術
交

流
の
究
極
の
目
的
で
あ

る
人
権
尊
重
、
民
主
主

義
の
確
立
、
平
和
、
法

の
遵
守
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
学
術
交
流
を
通

し
て
生
徒
諸
君
が
何
か

を
感
じ
柔
軟
で
斬
新
な

大
局
的
世
界
観
を
培
い

つ
つ
明
日
の
日
本
を
担

う
人
材
と
し
て
幅
広
く

活
躍
し
て
く
れ
る
事
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
生
の
劇
は
ア
ジ

ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
調
べ
た

国
の
文
化
の
違
い
を
皆
さ

ん
に
発
表
す
る
こ
と
で
し

た
。
伝
わ
る
よ
う
に
す
る

に
は
ど
の
よ
う
に
表
現
す

れ
ば
良
い
か
、
セ
リ
フ
の

言
い
ま
わ
し
、
体
で
の
表

現
な
ど
み
ん
な
で
話
し
合

い
ま
し
た
。
僕
は
議
長
の

役
に
な
り
、
セ
リ
フ
も
多

く
緊
張
し
ま
し
た
。
舞
台

裏
で
は
み
ん
な
で
励
ま
し

合
い
互
い
に
声
を
か
け
合

い
ま
し
た
。
み
ん
な
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
あ
び
て
と
て

も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

台
北
と
の
学
術
交
流
協
定

　
　―

東
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
附
属
中
の
挑
戦―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
　
口
　
晶
彦 

つなぐ

比

一
年
一
組
　
益
滿 

諒

アジア・フレンドシップ・
プロジェクト

台北市立大直高級中学とは 台北市立大直高級中学の
先生方をお迎えして

国立台北教育大学の実習生との交流

将来の夢

。
。

。
。
。。

。
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PTA研修視察旅行研修部

佳作賞受賞広報部 PTAセミナー　H26.7.11（金）研修部

キラリ ！ 輝くPTAキラリ ！ 輝くPTA

1年‥‥3組
2年‥‥2組
3年‥‥3組

学年別
総合優勝

7年ぶり優勝
九附連バレーボール大会　H26.7.20（日）

全チーム堂々決勝リーグ進出
鹿附連バレーボール大会　H26.6.21（土）

保護者も先生も保護者も先生も

九
附
連
親
睦
球
技
大
会
に
参
加
し
て

塗
木
　
順
子

　
予
選
、
準
決
勝
を
順
調
に
勝
ち

上
が
り
迎
え
た
決
勝
戦
の
相
手
は

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学

校
、
思
い
出
し
て
も
震
え
る
く
ら

い
の
接
戦
で
緊
張
の
中
笑
顔
で
声

を
掛
け
合
い
ボ
ー
ル
を
繋
ぐ
こ
と

に
集
中
し
ま
し
た
。
あ
と
一
点
で

優
勝
と
い
う
場
面
、
ボ
ー
ル
が
相

手
コ
ー
ト
に
落
ち
た
瞬
間
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
と
感

動
の
琉
球
大
会
「
優
勝
」
を
こ
こ

に
御
報
告
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
大
学
に

て
開
催
さ
れ
た
鹿

附
連
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
。
外
は
あ

い
に
く
の
大
雨
で

し
た
が
、
体
育
館

の
中
は
歓
声
が
響

き
わ
た
り
、
熱
気

が
満
ち
て
い
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら

優
勝
は
逃
し
ま
し

た
が
、
附
属
中
は

全
チ
ー
ム
決
勝

リ
ー
グ
進
出
と
い

う
快
挙
を
な
し
と

げ
ま
し
た
。

　「カウンセラーから見た子どもたちの現在（いま）」と題
して，本校のスクールカウンセラー今村葉子先生のセミ
ナーがありました。保護者の疑問に丁寧に答えてくださり，
子育てを振り返る良い時間がもてました。

　例年を上回る131名の会員が参加し，鶴丸高校，樟南
高校，セイカ食品物流センターを見学しました。それぞれの
学校の特色を肌で感じ，流通について学ぶことができました。

　
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

応
援
に
か
け
つ
け
、
手
作
り〝
う

ち
わ
〞を
手
に
、
一
喜
一
憂
し
な

が
ら
大
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
の
た
め
に

用
意
し
た
手
作
り
の
腕
章
を
つ
け
、
飲
み
物
の
準

備
や
貴
重
品
管
理
等
を
行
う
保
健
部
役
員
の
心

強
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、
よ
り
充
実
し
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　皆様のおかげで，平成 25年度県広報誌コンクー
ルにおいて，佳作賞をいただくことができました。心
より感謝申し上げます。今後も家庭と学校，子どもた
ちをつなぐ架け橋となる広報誌作りを目指します。

　今年は沖縄での開催となりま
した。持ち前の粘り強さと団結
力で念願の優勝を手にしました。
選手の皆さんおめでとうござい
ます。

心強いサポーター陣

　H26.10.2（木）

保健部

修
学
旅
行
を
振
り
返
っ
て

実
行
委
員
長
　
堀
之
内
里
玖

　
修
学
旅
行
で
は
僕
た
ち
実
行

委
員
が
掲
げ
た
テ
ー
マ
で
あ
る

「
挑
む
」
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
自

分
の
力
を
精
一
杯
発
揮
し
、
主

体
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
躍
進

途
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
修
学
旅

行
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、高
ま
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

宿
泊
学
習
を
振
り
返
っ
て

　
実
行
委
員
長
　
山
下
晋
次
郎

　
僕
は
、
実
行
委
員
長
と
し
て

解
散
式
で
前
に
立
っ
た
時
、
胸

が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

三
日
間
に
は
、
多
く
の
苦
難
が

あ
り
、
弱
気
に
な
り
そ
う
な
時

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

僕
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
仲

間
の
笑
顔
で
し
た
。
こ
の
三
日

間
で
得
た
経
験
を
大
切
に
し
て

仲
間
と
共
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
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農業，林業
自然体験

横岳登山

ものづくり

1
日目

2
日目

3
日目

－25℃の低温倉庫を体験－25℃の低温倉庫を体験

中3チーム準優勝中3チーム準優勝 チーム一丸となってチーム一丸となって

PTA
  NEWS
PTA
  NEWS

子どもたちも子どもたちも キラリ ！ 輝く球技大会キラリ ！ 輝く球技大会
H26.7.11（金）H26.7.11（金）

山頂にて山頂にて キャンプファイヤーの準備キャンプファイヤーの準備

ねこのつめきり
（たけした動物病院）
ねこのつめきり

（たけした動物病院）

介護体験
（愛と結の街）
介護体験

（愛と結の街）

ベッドメイキング
（城山観光ホテル）
ベッドメイキング
（城山観光ホテル）

えさ作り
（水族館）
えさ作り
（水族館）

Tシャツに着替えて
（よしどめデンタルキッズ）
Tシャツに着替えて

（よしどめデンタルキッズ）

大阪城
海遊館ほか
大阪城
海遊館ほか4日目4日目

奈良公園
薬師寺
奈良公園
薬師寺1日目1日目

京都自主研修京都自主研修2日目2日目

清水寺
USJほか
清水寺
USJほか3日目3日目
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様々な業種50ヶ所の事業所に御協力いただきました。様々な業種50ヶ所の事業所に御協力いただきました。

生徒たちの感想より…生徒たちの感想より…
● これからも，人と接する時は，「笑顔」を忘れずにし
ていきたいです

● 相手の立場になって考え行動する「相手を思う気持ち」
を特に学びました。

● 私も将来，自分の仕事に誇りを持てる大人になりたい
です。


